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2014 年長野県神城断層地震による地盤災害（調査速報）	 

 
（速報につき修正・更新される場合があります。） 

 
・本件に関する連絡先	 

	 	 リスクユニット担当者	 飯田・山田 
	 	 水・土砂防災研究ユニット担当者	 若月 
	 	 アウトリーチグループ担当者	 大石・三好（029-863-7784） 
・調査担当－飯田智之・鈴木比奈子・山田隆二・若月強・内山庄一郎 
・現地調査日－2014年 11月 30日、12月 1日 
・写真撮影日－2014年 11月 30日、12月 1日 
 
１．調査概要	 

	 2014年 11月 22日 22時 08分に長野県北部を震源とする地震が発生した。余震域は、糸魚川－静岡
構造線の北部を構成する神城断層の位置に一致する（気象庁、2014）。この地震により、家屋の倒壊な
ど直接の災害と同時に、斜面崩壊などの地盤災害も発生した。地震によって緩んだ山地地盤が、その後

の降雨・豪雪・融雪の影響で新たに崩壊したり、崩壊地が拡大する恐れもある。亀裂など地盤の変状は、

これから本格化する降雪の影響で分からなくなる可能性が高い。そこで、積雪期を直前にひかえ、被害

の報道があった地区を中心に急遽現地調査を実施した。 
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２．調査地の概要	 

調査範囲図を図 2-1に示す。この地震によって斜面崩壊・地すべり・液状化などの地盤災害が集中し
たと推定された（１）堀之内地区・（２）姫川第 2ダム周辺地区・（３）岩戸山西麓地区を中心に調査を
実施した。 

 

 
図 2-1：調査範囲図（基図：地理院地図） 

神城断層のトレースは中野ほか（2002）、国土地理院（1999）から引用した。 
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②	 平地地盤の亀裂	 

	 運動グラウンド（②-1）やテニスコート（②-2）あるいは舗装道路のような人工の平地に、引っ張り
による亀裂や圧縮による亀裂と地面の盛り上がりが多数発生（写真 3-1-2-1）し、直上にあった家屋は
ほぼ全壊していた。比較的連続性の良い亀裂の方位はほぼ東西方向で、糸魚川—静岡構造線の卓越方位

とは異なる。テニスコートに現れた亀裂を UAV を用いて空撮したところ、亀裂の走向は直線上ではな
く南西方向に湾曲していた（写真 3-1-2-2）。これらの亀裂は、地表地震断層の一部であるか、あるいは
激しい横揺れによって表層で局所的に発生した部分的な側方すべりと推定される。 

 
	 写真 3-1-2-1：グラウンド地表面（②-1）に現れた亀裂の状況 
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ップリング様に倒れかけた岩塊が地震動と自重で破砕されて落下、堆積したもの推定される。 

 
写真 3-2-2：国道 148号線を閉塞した岩盤崩落 
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【参考資料】 
	 「地すべり地形分布図」が全国刊行され、ALOS-2 も本格稼働を開始した。これらを地震発生直後の斜面
変動発生場所の推定や、広域における地すべり変動の予察などへ活用することが考えられる。たとえば当地

区の「地すべり地形分布図」および「干渉 SAR画像」の重ね合わせ図（図 3-3-1）では、矢印(1)、(2)ともに、
わずかながら斜面の変動が存在する可能性があり、山腹のはらみ出し等による地上構造物の破損、歪み等の

有無など、詳細な現地観察が必要となろう。 

 
図 3-3-1：岩戸山西麓地区の「地すべり地形分布図」および「干渉 SAR画像」の重ね合わせ図 
資料の出典および概要は以下のとおり。 
・「地すべり地形分布図」、防災科学技術研究所発行 
・「干渉 SAR画像」(10/2-11/27)、JAXA発行、国土地理院解析; 衛星: ALOS-2、軌道方向: 南行、観測方向: 
左、観測モード: UBS-UBS、入射角:37°、偏波: HH、垂直基線長: +6m。 
※本成果は、地震予知連絡会 SAR解析ワーキンググループの活動による。 
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４．建物の被害状況	 

（１）白馬村の被害状況	 

	 表 4-1 は白馬村の建物の被災状況である。白馬村全体の建物の全壊は 80 棟（住居 27、非住家 53）で

あるが、その内の 8 割が堀之内地区に集中している。	 

	 図 4-1 は白馬村で建物被害が発生した地区の分布図である。集落の場所は地理院地図 2 万 5 千分の 1

地形図の地名表記地点にプロットしている。番号は表 4-1 の番号に対応。図 4-2 は図中の四角の範囲の

拡大図である。神城断層のトレースは中野ほか（2002）、国土地理院（1999）から引用した。	 

	 

	 

	 

表 4-1：白馬村における建物の被災状況	 

図上番号	 発生地区名	 全壊_住家	 全壊_非住家	 半壊_住家	 半壊_非住家	 一部損壊_住家	 一部損壊_非住家	 

1 内山     1  
2 佐野     1  
3 沢渡      1 
4 三日市場 4 8 3 7 10 6 
5 堀之内 23 41 13 10 33 23 
6 深空    2  2 
7 八方口      1 
8 大出     7 4 
9 嶺方  3 1  3 6 

10 塩島      1 
11 野平     2 2 
12 青鬼     1 1 
13 立の間  1    2 
14 落倉      1 

 白馬村全体 27 53 17 19 58 50 

出典元：白馬村 HP（2014/12/1,20:00現在）被害情報① - 家屋・人的被害 
http://www.vill.hakuba.lg.jp/quake_nagano_north/damage/damage.html 
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図 4-3：小谷村の建物被害の分布（基図：地理院地図） 
集落の場所は地理院地図 2万 5千分の 1地形図の地名表記地点にプロットした。番号は表 4-2の番号に対応
する。神城断層のトレースは中野ほか（2002）、国土地理院（1999）から引用した。 
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	 	 	 表 4-2：小谷村における建物の被災状況 
図上番号	 発生地区名	 危険家屋	 要注意家屋	 その他被害	 

15 月岡 1    

16 川内  1   

17 坪の沢  1  

18 滝の平  5   

19 梨平  5   

20 白馬大池  2  

21 千国  1   

22 千国崎  1  

23 宮の下  1  

24 黒川 2 1 断水あり 

25 栂池  2   

26 栂池南 2   

27 伊折  2 断水あり 

28 池の平 3 4   

29 平間  2  

30 石原  1   

31 上手村  2  

32 太田  1   

33 曽田 2 16   

34 奉納 6 13   

35 白岩  1  

36 清水山  2  

37 瑞穂  7  

38 長崎 4    

39 中谷東 1 4   

40 中谷西 2 8   

41 松本 1 1  

42 神久 1 1  

43 千沢 7 5   

44 高地 2 7   

45 大草連 1 2   

46 田中 1 1   

47 真木 3 5  

48 三ヶ村  1   

小谷村 HP（2014/12/5，17時現在）小谷村	 地震被害状況（更新最終回 12/5） 
http://www.vill.otari.nagano.jp/mura/trash/W006H0000003.html
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